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M S& AD インシュアランス  グループ  ホールディングス株式会社（社長：柄澤  康喜）、 
MS&ADインターリスク総研株式会社（社長：村戸 眞）と国立大学法人東京大学（総長：五神 真）、
芝浦工業大学（学長：村上 雅人）は、「気候変動による洪水リスクの大規模評価（LaRC-FloodTM）」
プロジェクトを本日から開始しました。 
また、プロジェクトの一環として「気候変動による洪水頻度変化予測マップ」を本日より一般公開します。 

 

１．研究の背景 
 近年、世界の平均地表気温は上昇しており、産業革命前と比較して 1℃程度高いレベルに達しています。 
今後、気候変動がさらに進行することにより、世界的に洪水リスクが高まり、企業経営にも大きな影響を及ぼす可能性
があります。 
 MS&AD インシュアランスグループでは、保険会社として自然災害への対応と防災減災への取組を推進しています。
特に、気候変動に関しては、長年グループ全体で取り組んできた課題であり、未来のあるべき社会の実現に向けて、産
官学連携を通じた社会的課題への解決に注力しています。 
 
一方、芝浦工業大学工学部の平林 由希子教授、東京大学生産技術研究所の山崎 大准教授は、2013 年

に将来の世界の洪水リスクの変化を推計 1し、「気候変動に関する政府間パネル第 5 次報告書（IPCC-AR5）」に
おいてその成果が紹介されるなど、本分野について多数の実績を有しています。 
そして、本日から開始した本プロジェクトでは、四者が共同で、気候変動による洪水リスクへの影響評価の研究およ

び研究成果の社会への還元を目指し、以下の取組みから着手する計画としています。 



２．プロジェクト概要 
（1）「気候変動による洪水頻度変化予測マップ」の一般公開 
 前述の平林教授、山崎准教授等による2013年の研究 1について、このたび企業担当者などが気候変動リスクを把
握するための参考情報として、その成果を web-GIS（地理情報システム）で閲覧できるようにし、以下のサイトで公
開しました。 
 http://www.irric.co.jp/LaRC-Flood 

＜マップイメージ＞ 

 

 
（2）洪水に対する温暖化の影響の定量的評価研究 
気候変動と洪水リスクの関係を明らかにすることを目的とし、アジアの大河川を対象に、過去の洪水の発生確率に

関する温暖化の影響を広域かつ定量的に評価します。本研究は MS&AD インターリスク総研株式会社、国立大学
法人東京大学及び学校法人芝浦工業大学の三者によって既に進行中です。 
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